
 1 

 

 

陵南公園から見た東浅川橋（長房町、東浅川町） 

http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/gorakuren/                            

パソコンの世界                  北野囲碁同好会会長 山縣文雄 

 

明けましておめでとうございます。広報の担当になってそろそろ一年になりますが、今年もよろしく

お願いいたします。 

パソコンで仕事をするのは本当に久しぶりで、私がはじめてパソコンと出合ってから三十年以上にな

ります。その頃は自分でプログラムを作って仕事をしなければならず、ベーシック言語でせっせとプロ

グラム作りにはげんだものです。若かったせいもあって面白くて夢中になってやりました。漢字一文字

入力するのに四ケタのコード番号を打ったこともあります。ワープロでなくパソコンで文章が入力でき

るようになったのは「一太郎」というソフトが出てからだったと記憶しています。デジカメを使って写

真を取り込むのにフロッピィディスク一枚使ったこともついこの間のようです。 

現在のパソコンの変わり様には本当に驚かされます。ソフトは豊富で、何でも出来る、その代り使い

方が分からないと、どうにもならない。同じパソコンといっても、最初の頃はプログラム作りに苦労し、

今度はソフトを使いこなすのに苦労しています。今は、お世話になった囲碁の世界に少しでも恩返しが

できればと思っています。データーを保存するといっても、その容量は以前と桁違い、乗り物で言えば

乗用車に乗るのに駐車場を使っていた人が、成田飛行場を個人で持って、ジェット機に乗って世界中を

飛び回っているといったような感じです。これだけ広いところがあるからデーターだって、写真だって

いくら取り込んだってびくともしません。複雑な仕事を沢山こなさなければならない人たちには確かに

便利なものですが、まだ判断力も十分についてない若い人たちがそれに振り回されているニュースを見

ていると本当に心配になります。パソコンに限らず便利なものを使いこなすには知識だけでなく人間を

磨かなければという思いを強くしています。 

八王子囲碁連盟の目的 
八碁連は、八王子市内に居住する囲碁愛

好者が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、

健康を維持できるよう機会を提供し、福祉

の増進に寄与するとともに、棋力の向上を

図ることを目的とする。 
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  １月の囲碁大会 

第１４回棋聖大賞囲碁大会 

日 時   平成２５年1月２７日(日)  午前９時 

場 所   東淺川保健福祉センター ４階 （東浅川５５１－１ 電話 ６６７－１３３１） 

主 催   八王子囲碁連盟（八碁連） 

参加資格  八碁連相談役、技術顧問、指導員、会長、理事、業務委嘱者 

地区同好会会長ほか一名、研修部事務長、7段以上の会員 

活性化実行委員会委員 

 

                   案内はすでに出してあります。 

第２０回 八碁連タイトル囲碁大会のご案内 

 日 時  平成２５年２月１０日（日） 受付 午前９時～９時３０分 

 場 所  東浅川保健福祉センター ４階（東浅川５５１－１  電話 ６６７－１３３１） 

 主 催  八王子囲碁連盟（八碁連） 

 後 援  八王子市、日本棋院 

 参加資格 各地区同好会の平成２４年度前期・後記のタイトル獲得者（もしタイトル獲得者が参 

加できないときは、王座戦と天狗戦に限って届済みの準優勝者が代わりに参加できます） 

 参加費  ７００円 

 競技方法 八碁連方式 

 

原稿募集 

 

投稿したことの少ない人を歓迎します。内容はとくに問いません 

が、政治、宗教に関係ないこと、囲碁活動、自己紹介など題名をつ 

けて自由にお書きください。各地区同好会の報告も歓迎します。 

一頁に収まるようにお願いします。 

薄謝を進呈させていただきます。 

 投稿先  〒１９２－０９１２ 八王子市絹ヶ丘３－３９－１４ 

                                          山縣文雄 

                  メール fumio8106@nifty.com  ｆａｘ 676-9298 
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第２３回八碁連囲碁大会 ２段以下の結果 

 八碁連囲碁大会２段以下の部が１２月２日（日）に行われ、当日１５名の方が高齢者表彰されました。  
高齢表彰者 

NO 年 齢 氏  名 所 属 段 級 生 年 月  

１ 

８０歳  

天野 実 浅川 ２段 Ｓ． ７． ２  

２ 北原 正 ↑ ２段 Ｓ． ７． ２  

３ 武発悦子 ↑ 初段 Ｓ． ７． １  

４ 岡田年弘 元八王子 ３級 Ｓ． ７． ５  

５ 畠山 彪 大和田 初段 Ｓ． ７． １  

６ 伊藤保江 ↑ ２級 Ｓ． ７． ８  

７ 知見道貫 台町 ２級 Ｓ． ７． １  

８ 岡崎邦吉 ↑ １級 Ｓ． ７． ２  

９ 佐々木砂雄 ↑ １級 Ｓ． ７． ９  

1０ 

85歳 

野島善郎 中野 ３級 Ｓ． ２．１１  

1１ 松本清時 由木 １級 Ｓ． ２． ５  

1２ 内田正亮 長房 ３級 Ｓ． ２． １  

1３ ８８歳 山中  茂 大和田 ２級 Ｔ．１３． １  

1４ ９０歳以上 

 

中田考司 石川 初段 Ｔ．１０． ７   （９１歳）  
 

１５ 中岡 誠 北野 ２段 Ｔ． ７．５    （９４歳） 

 

大会の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者（６５名） 優 勝 準優勝 第3位  

Ａ組 

（２段）   ２０名 

浜中武夫 ２段／中野 

→３段に昇格 

浜端 武 ２段／浅川 渡辺恵介 ２段／川口  

Ｂ組 

（初段）   １７名 

小林三洲 初段／由木 

→２段に昇格 

近藤亮弘 初段／長房 小川 勝 初段／大和田  

Ｃ組 

（１級～２級）１６名 

長嶋健治 １級／由木 

→初段に昇格 

甲斐正憲 ２級／北野  中村士朗 １級／由木 

 

 

 

Ｄ組 

（２級～５級）１２名 

小林安雄 ４級／由木 

→３級に昇格 

粂川次夫 ５級／元八 福島きみよ ２級／石川 

 

 

 

 

 



 4 

投稿 桜島と殺し屋参上                北野囲碁同好会   刀根正樹 

 

 『桜島 戦火悲しむ 女郎花（オミナエシ）』 

 

（一） 

 

『桜島。あそこは一年中果物がなっている。とてもいいところよ。米軍の殺し屋どもは、いつ上陸して来

るかしら。あなたは戦うのね。そこで戦って死ぬのね。』といって、女の目に涙があふれた。切ないほどの

愛情が、どっと私の胸にあふれた。（梅崎春生作、桜島より） 

 梅崎春生作『桜島』は戦記文学の名作といわれる。いわゆる正義をかかげて戦争を批判することはなく、

私的体験を重く見た。いわゆる第三の新人の先駆者という。 

 梅崎はまた、囲碁を趣味とした。文壇囲碁で二段で打つ腕前で、日本棋院で年数回行われる文壇大会の

常連であった。強烈な殺し碁で、学生時代から碁会所に入りびたった。形においては欠け、けんか好きで

早見えのする力戦型であった。作品『桜島』の中に登場する吉良兵曹長は、梅崎自身をモデルにしたと思

われる。 

 『鹿児島市は、米軍の空襲で半ば廃墟となっていた。その廃墟の果てるところに海があり、そのかなた

薄茶色に煙りながら、桜島岳が荒涼としてそそり立った』 

 桜島の部隊はそそり立つ崖に洞窟を重ね、通信室が一番奥にある。準士官が酒を飲んでいた。軍刀を片

手で支え、酒杯に伸びた手の指が、不自然なほど長い。 

 『俺はな、吉良兵曹長。ここは少なくとも第一線だ。毎日グラマンが飛んでくる。どうせここで、皆死

ぬんだ』投げるような口調で、そう鋭くいい、執拗な視線をむけた。 

 吉良は若年の多い通信兵を集め、無用な制裁を繰り返す。彼の偏執的な挙動は、彼の唯一の神聖な場、

海軍が沖縄において壊滅したことで、復讐の牙を米軍ではなく、自分や部下に突き刺していたのである。 

 廣島に原爆が落ち、ソ連が参戦し、満州の国境を越えた。玉音放送があるという連絡が入った。吉良は

しゃがれた声でいった。「いよいよ上陸して来るぞ。おれはな、敵が上陸して来たら、この軍刀で、卑怯未

練な部下の奴をひとりひとり切って廻る」 

 伝令が突然現れた。「昼のラジオは、終戦の御詔勅であります」吉良は唇をふるわせたが、何らもいわず、

くずれるように腰をおろした。やせた頬のあたりに、明らかに涙の玉が流れ落ちていた。彼は軍刀をぎら

りと抜いた。そして刀身を顔に近づけた。物の怪につかれたように刀身に見入っていた。不思議な殺気が

彼の全身を包んでいた。彼の少し曲げた背に、飢えた野獣のような眼に、この世のものでない凶暴な意志

が見えていた。 
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ことばの虚構                  恩方囲碁同好会   荒井 正 

 

 私達が日頃嗜む囲碁の事を、烏鷺の争いとも云い、また、手談とも云う。 

私はテレビで国会中継を、見ているのであるが、舌禍事件を起こして、平謝りに頭を下げている大臣を、

時々見かける。 

 その点、手談は手に舌がないだけに、また、手談すなわち囲碁はことばをひつようとしないから、通常

ならば、舌禍事件は起こらない。 

 ことばの虚構、ナーガールジュナ（龍樹菩薩）は、著書「中論」第１８章第５詩頌に於いて、 

 「行為と煩悩の止滅によって解脱がある。行為と煩悩は思惟より生じる。それらは、ことばの虚構によ

る。ことばの虚構は空性によって滅せられる。」と、述べている。また、「華厳経の世界観」という本には、

世界観が定まってくれば、自ずと人生観が定まってくるとも、述べているのである。 

 現在は、言論の自由が保障されている。ことばによって他人を批判することも自由である。しかしなが

ら、人には、各人各様の世界観なり、人生観なり、形而上学的な価値観があるはずで、其の様な事を理解

しないで、ひとつの言葉尻のみをとらえて批判するならば、それは単に卑俗なる悪口になってしまう。 

 不悪口、これは、十善戎の中の一つである。厳に慎むべきは、この事ではなかろうか。 

 ことばが虚構であるという事を、知らない人は、行が何であるかを、しらない人であるとも言えるであ

ろう。自戒の念として、ここに記す。 

 

◎子ども囲碁大会・八碁連囲碁大会・市民文化祭囲碁大会反省会報告 

  日時  平成２４年１２月７日（金）９：００～１１：４５ 

場所  東浅川保健福祉センター 

出席者 大会実行委員（理事６名、鈴木信義、望月成一、端山昌夫、三浦和夫） 

 

 子ども大会について  参加者が少ない。来年は６月に予定されているので近隣の小学校、 

中学校に早くからはたらきかける必要がある。 

   八碁連大会については、参加者の減少、当日の欠席者が多かったこと、高齢者表彰では出席者が 

ほとんどいなかったこと、マナーの問題などが話題になりました。 

   市民文化祭囲碁大会では、非会員の参加者が少ないことは、各地区活きいき大会の非会員参加者が

殆んどないことと関係があるのではないか、また順位の決め方はもう少し

早くできないか等が話し合われました。 

 

 

 

 

 



 6 

◎第９回八碁連理事会報告 

日時  平成２４年１１月２４日（金）９：００～１２：００  

 出席者 理事６名   

議案  １．１１月２日（日）八碁連大会（２段以下）について 

      ２．１月２７日（日）八碁連棋聖大賞囲碁大会について 

       ３．活性化実行委員会報告 

      ４．市民文化祭反省会報告 

       ５．１２月７日（金）子ども囲碁大会、市民囲碁大会、八碁連大会反省会 

         資料配布 

      ６．その他 

 

詰碁 

  黒先白死          前回解答 

 

三目中手 

陵南公園から見た東浅川橋（長房町、東浅川町） 

陵南公園は東京オリンピックのときに自転車競技場として使用されたのち公園となったものです。 

高尾駅から徒歩２０分くらい、バスだと高尾駅と京王八王子駅の間の「多摩御陵前」下車徒歩５分。 

無料の駐車場もあります。八王子は施設に無料の駐車場を用意しているところが多く、どこに行って 

もカメラや写生用具を持った人、またウォーキングの人などに出会います。 

東浅川橋は甲州街道から多摩御陵に通じる橋です。 

もカメラや画板を抱えた人、ウォーキングの人などに会います。 

 

編集後記 これから規約改正など総会に向けた準備がはじまります。各地区の新年度の名簿作りの

準備もはじまりますのでよろしくお願いします。 

                                                                 

 


